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大山口小学校区まちづくり協議会第2回設立準備会　議事録

令和元年9月23日（月） 1４：00～16：30
大山口小学校教室

・準備会委員 成田氏、豊田氏、田中氏、加藤(秀)氏、嵜本氏、尾潟氏、山下氏、長沼氏、宮澤氏
　　        　（増子氏代理）、竹内氏、洞内氏、相川氏、岡本氏、柿倉氏（稲石氏代理）、早川
                 氏、加藤(雅)氏  １６名
・まちづくり支援チーム（高山、金井、高橋、戸田、松田）
・市民活動支援課（岡田課長、松岡主査、紫尾主事）
・傍聴者１名

団体活動の発表（質疑応答）
○地区社会福祉協議会
　・７５歳以上の委員はどのくらいいるのか。
　　⇒７～８人程度である。
○西部地区民生委員児童委員連絡協議会
　・４万円収入に対して、４万４千円支出となっているが赤字なのか。
　　⇒補助金４万円を超える部分については委員の自腹でまかなっている。
○高齢者クラブ　大山口大寿会
　・参加者の対象地域はどこか
　　⇒特に決めておらず、大山口一丁目、清水口、中木戸地区からの参加もある。
○自治連合会大山口小学校支部
　・質問なし
○大山口中学校ＰＴＡ
　・子ども１１０番の協力者はどのように募集しているのか。
　　⇒小学校入学時に募集、卒業時に継続確認、中学卒業時に再度継続確認している。
　　また、地域の方で協力していただける方は学校に連絡してもらい登録してもらっている。
　・ＰＴＡに入りたくない人はどのような事情があるのか。
　　⇒共働きなどで、役員活動ができないなどの理由が多い。
　・大山口小学校区、第三小学校区の割合はどうか。
　　⇒大小は減少、第三小は増加しており、現状は半々ぐらいの割合である。
○大山口小学校ＰＴＡ
　・生徒数の増減はどうなっているか。
　　⇒年々減少している。ベリーフィールドは増えているが、１丁目、２丁目は厳しい。
○大山口小学校
　・質問なし

前回のふりかえりと進捗報告
１．団体活動の発表
２．大山口小学校区の団体活動にみる[共通点と特色]
３．小学校区の人口構成の現状と今後の推移予測
４．今後の予定について（説明・調整）
５．会議等の公開指針（案）について

①ふりかえりについて共有した。
②各団体の発表、ワークショップ、人口推移の説明等により、小学校区の状況の再確認を行った。
③今後の予定（まちづくりトーク、設立準備会、広報）について確認した。
④会議公開指針（案）及び規約の一部改正（案）について議決した。

日時
議題 まちづくりトーク、設立準備会、広報等について

令和元年１０月２１日（月）１６時から１７時３０分（市役所で開催）



　

○大山口小学校放課後子ども教室
　・質問なし
○中木戸公園競技広場放課後子ども教室
　・質問なし

ワークショップ⇒別紙とりまとめ　大山口小学校区の団体活動にみる「共通点と特色」を参照

今後の予定について
　・10/26まちづくりトーク（複合センター）午後２時～４時３０分（受付：1時30分～）
　　会場設営６名（午後１時集合）嵜本氏、山下氏、長沼氏、竹内氏、相川氏、岡本氏
　・第５回設立準備会　調整の結果、１２月７日（土）午前９時３０分～１２時に決定した。

その他
　（意見）設立準備会の構成が福祉関係（高齢者・子ども）に偏っている気がする。
　　　　　福祉のほか、防災、防犯、環境についても重要なテーマだと思う。
　⇒アンケート結果から課題をあぶり出し、各テーマを解決するヒントを見出していきたい。


